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(1)研究テーマ 

 「人権総合学習」を通して、人権意識を高め、一人ひとりが偏見や不合理を見抜き、お互いに

認め合い、生きてはたらく力を身につける実践の在り方を追求する。 

(2)研究経過及び具体的な取組 

６月１８日 ○本年度の研究概要と研究計画作成、授業研究会 

        実施場所及び人数：川西市立桜が丘小学校 ２６名 

        講師：大阪教育大学教授 

  ・研究テーマ設定と年間研究計画の検討 

        ・３年生人権総合学習公開授業及び事後研究会 

７月２４日 ○市内人権教育・人権啓発の現状について（夏季研修会） 

       実施場所及び人数：川西市総合センター  ２５名 

       講師：総合センター職員１名、地域団体代表３名 

       ・小学校での人権教育の取り組みの交流 

       ・総合センターの歴史と活動について 

       ・各種人権課題への取り組みと、同和問題等について 

 ８月２５日 ○多様性教育実践セミナー 

        実施場所及び人数：川西市立桜が丘小学校 ２２名 

        講師：大阪多様性教育ネットワークファシリテーター３名 

        ・多様性教育学習ガイドブックをもとに、ワークショップの実施 

１１月２１日 ○人権総合学習実践発表会及び多様性教育学習会 

        実施場所及び人数：川西市桜が丘小学校 １２０名 

        講師：大阪教育大学教授 

        ・１年生、4年生、６年生人権総合学習公開授業 

        ・多様性教育学習会「差別に立ちむかう子を育てる学習カリキュラム」 

 

【成果と課題】 

  人権総合学習として、同和問題等の取組を学年ごとにカリキュラム化を進めてきた。 

  児童の自尊感情の育成とともに、「仲間づくり」「集団づくり」が人権教育の中でも大きな課

題として取り上げられ、学力格差の課題も人権教育の取り組みの一つとして重要となっている。 

  人権総合学習としての「授業研究」は人権教育の一部分を切り取っての研究であるが、そこ

から、学級や学年、学校としての児童集団の人権意識や行動力が読み取れるように研究が深化

している。今後も、児童の実態に沿った実践研究の方向を堅持していきたい。  

 


